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一般社団法人 環境放射能除染学会 

水の微小エネルギーを用いた放射性セシウムの根本的低減化 

杉原 淳 杉原科学技術研究所 

まえがき 

2011 年 3 月 11 日の後、㋄に福島県浪江町へ入り、それ以後、さまざまな実験を繰り返すと同時に、実

際の水田等でフィールドテストも行ってきた。2015 年 7 月に本学会で発表してから、その後、9 月にオ

ランダでの招待講演（ヨーロッパ水の学会）、また 2016 年の 3 月、シンガポールにおけるスマート材料

の国際学会で講演をした。このように海外の方で注目されたが、今年は福島で開催されることが大きな

意味をもっている。しかしまだ、根本的解決になる技術については、国内で議論されていないのが現状

である。我々はそこにメスを入れ、スマート材料としての特殊処理した水を使い、その特性を利用して

きた。その結果、放射性物質を安定元素にすることで、早く放射能を低減でき、数々の実績を積んでき

たので、その原理や結果をここに報告する。 

方法 

水は特殊処理（2MPa以上）をすることによって、その水素結合を切ることができ、物理的機能を持った

水へ変化させることができる。その水の微小エネルギ－（あるいは情報）を、他の材料（種類は問わな

い）に伝搬させることで、その材料の特性を変化させ、作成したペットボトル（名称：活性化ボトル）

を用いて、放射能汚染土壌の処理や農作物の放射能低減も行う。放射能の測定は GM カウンターの他、

半導体検出器のエネルギ－分別の測定器を用いた。処理後の土壌の化学分析は、質量分析計（ICP-MS）、

蛍光Ｘ線分析などを行い、セシウムからの安定生成元素の確認も行った。 

原理と結果 

 水の高圧処理による状態変化を NMR、FTIR、同位体分析等により解析の結果、水の水素結合切断箇所

がプロトン H＋と電子 e－のプラズマ状態(「インフォトン」Ⓡと命名)になることを明らかにしてきた。

この水素原子核と電子からなる仮想粒子そのものは遠赤外線やテラヘルツ波を輻射していると考えて

いる。そしてサブナノメートルオーダーのセシウム結晶格子である空間にアクセスし、ピコ秒ほどの

時間に、ガンマ線や電子線の電磁場において反応し、たとえば 𝐶𝑠55
137 が 𝐵𝑎56

138 へ変化し、早い時間で放射

能の低減に結びついていると考えている。 

一つの例を左図に示した。Cs137 は

約 30 年の半減期であるが、水素結

合を切った水による処理では、3 年

で約 86%、また Cs134 は約 94%の減

衰を示した。また生成元素は、Ba、

Laさらには Ceらであった。さらに、

シイタケについては、111Bq/kg か

ら検出レベル以下の放射能低減を

達成した。原理については理論的な

考察も行ったので当日発表する。 
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